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「おかえり」の声

聞きたい駐輪場

大学生 杉谷 実言き 21
(奈良市 )

今 の時代は、AI(´人工知
能 )の発達などで 自動化が進
んで便利な世の中 にな ってい

る。私が毎 日利用す る自宅の

最寄 り駅の駐輪場で も、利用

者の増加 と管理す るスタ ッフ

の高齢化 に伴い、来年か ら自

動化される。

駐輪場には、スタ ッフのお

っちゃんたちの温かな声があ

ふれ、私たち利用者に「いっ

てらっしゃい」「おかえり」

と、自分の子どものように声

をかをすて くれる。お つちゃん

とのたわいのない会話も楽し

みで、第二のわが家のように

感じる。

駐 :輸場は無人でもよく、シ

ステム管理は機械の方が確実

かもしれない。しかし、世の

中が便利な未来 }こ 向か う反

面、人間味がな く無機質にな

っていくように思う。私 |ま便

利でな くてもよいから、お つ

ちゃんの「おかえりJが聞き
たい。
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